
 

 

 

 

 

 

令和８年度事業計画 

 

 

 

社会福祉法人由愛会 

由利本荘市特別養護老人ホーム鳥寿苑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■鳥寿苑事業計画 

【事業数値目標】 

№ 事業所名 
定員 

（人） 

目標年間延べ利用者数

（人） 

介護報酬目標

（千円） 

１ 特別養護老人ホーム鳥寿苑 50 17,500 (96%） 203,000 

２ 鳥寿苑短期入所生活介護事業所 22 7,230 (90%)  76,638 

３ 鳥寿苑通所介護事業所 25 6,000 (80%)  45,600 

４ 鳥寿苑訪問介護事業所 --- 1,300   4,680 

５ 鳥寿苑居宅介護支援事業所 --- 1,600  29,920 

 

【事業推進への取組】 

■特別養護老人ホーム鳥寿苑 

○看護体制加算Ⅰ及びⅡの算定を継続し、年間２,２００千円の収益を図る。 

■鳥寿苑短期入所生活介護事業所 

○看護体制加算Ⅰ及びⅡの算定を継続し、年間 1,3００千円の収益を図る。 

 ■鳥寿苑通所介護事業所 

  ○サービス提供加算Ⅲの算定を継続し、年間１６０千円の収益を図る。 

 ■鳥寿苑訪問介護事業所 

  ○各居宅介護支援事業所へ事業所サービスのＰＲ活動を展開し、鳥海、矢島 

地域利用者の増加を図る。 

 ■鳥寿苑居宅介護支援事業所 

  ○介護支援専門員を増員し（１名）年間３,６００千円の増収を図る。 

 

■施設介護部門（特養・短期入所） 

１．月間の計画   

Ⅰ 体重測定・・・毎月１回実施し健康状態を把握します。 

Ⅱ 誕 生 会・・・誕生月の利用者を全員の前で紹介し利用者と一緒にお祝 

         いします。（３ヶ月に１回） 

 Ⅲ 理  髪・・・月１回の実施。地元の理容組合の協力をいただき、希望者 

          を対象に行います。 

  Ⅳ 行  事・・・日常生活で日々の変化を感じられない利用者に季節感を 

感じるもの、家族との生活時間を持てるもの、地域との 

関わり重視のもの等、特色ある主要行事を実施します。 

 



２．週間の計画 

  Ⅰ 入  浴・・・清潔を保ち新陳代謝及び精神面の安定を図ります。 

希望に応じて夕食後に入浴できる日があります。 

また、入浴ができなかった方には、清拭を行います。 

定 期 （週６回 月曜日から土曜日実施） 

 Ⅱ 売  店・・・業者に委託し、第１・３水曜日にお菓子等の苑内販売（移 

動売店）を実施し、生活への潤いの提供に努めます。 

          なお、浪費にならないよう、かつ健康状態を考えた購入 

          をするよう助言します。 

  Ⅲ 機能訓練・・・生活の活性化を目指し（リズムとハリが持てるよう）でき 

るだけベッドを離れる機会が多くなるように努め、更衣・ 

移動等生活全体がリハビリであるという認識で接し、生 

  活とリハビリテーションの一体化を図ります。時にはグ 

ループによる軽運動やリハビリ体操を実施し、更には、Ａ 

ＤＬ訓練やＲＯＭ（関節可動域）の他動訓練を利用者個々 

の状況に応じ、目標を設定し取り組みます。 

 Ⅳ レクリエーション・・・仲間との調和ある人間関係を深め、より豊かな 

          苑内生活を送っていただけるように、誰でも気軽に参加 

できる創作活動、ゲームや遊戯的活動の場を設けます。 

  Ⅴ 外  出・・・日常業務の中で随時対応。当日の天候、気温の状況など 

          を考慮に入れ、四季折々の自然や、生まれ育った地域環 

境に浸れるよう柔軟な対応を心がけます。個別的要求に 

応じた外出なども取り入れ実施します。 

 Ⅵ 茶 話 会・・・利用者相互が、ゆったりとしたふれあいと語らいの場が 

          保てるように設定し、お好みの水分補給等も兼ねた親睦 

の場を提供します。 

３．日々の計画 

 Ⅰ ホームルーム・・・利用者と職員のコミュニケーションの場、情報提供 

          の場とします。内容は、年月日・曜日・天候などを話し 

ます。 

朝は、一日の流れ、呼びかけを中心に、行事に関する事 

季節や身近な出来事、社会状況等を中心に進めます。 

また、離床・換気・食事等の誘導、準備等の呼び掛けも 

します。 

 Ⅱ 朝の引き継ぎ・・・毎朝、出勤職員全員が参加し、その日の連絡事項、 

          夜勤からの報告及び申し送り事項、各職種からの１日の 

予定の確認、職員の出勤状態の報告を主とし、細部にわ 

たっての各職種の調整を重点的に行います。 



 Ⅲ 部所ミーティング・・毎朝、看護、介護、調理、通所介護、在宅班、事 

          務の各部所ごとに、始業前にその日の業務の再確認を行 

          います。 

 Ⅳ 夕の引き継ぎ・・・毎夕、看護師・記録当番・夜勤者が、その日の連絡事 

項、日勤からの報告及び申し送り事項、１日の出来事 

の確認や細部にわたっての連絡調整を重点的に行い 

ます。 

 

＜居宅部門＞ 

■訪問介護事業 

１．目 的 

  利用者の立場にたった介護に心がけると共に、個々の居宅サービス計画に基 

づき、可能な限り住み慣れた在宅で自立した日常生活が送れるよう、関係機関と 

連携・協力のもとに地域から信頼される事業所として、質の高いサービス提供を 

図ることを目的とします。 

２．目 標 

 ①利用者が在宅で日常生活を安心してできるように支援いたします。 

 ②利用者に合ったサービスを提供し、利用者のニーズに対応し、家族とのコミ 

ュニケーションをはかりながら、よりよいサービスの提供に努めます。 

 ③個人の情報に接する機会が多い事を自覚し、職務上知り得た個人の情報を 

もらさないように厳守します。 

 ④感染予防に努めます。 

 ⑤他機関との連携をとりながら、利用者・家族に情報を提供し密接な連携に努 

めます。 

 ⑥介護事故防止に細心の注意を払い、安全にサービスを提供します。 

 ⑦交通安全に気をつけて、事故のないように訪問いたします。 

 

■通所介護事業 

１．目 的 

 介護を必要とされる利用者の自宅まで個々の身体状態に合わせた、専用車で 

送迎し、個々の生活や身体に適した食事、入浴、レクリエーションのサービスを 

提供し、地域の方々と楽しい時を過ごせるように、各専門スタッフがお世話させ 

ていただきます。 

 

２．目  標 

 ①介護保険制度の趣旨に沿って、利用者が可能な限り居宅において、その有す 

る能力に応じ、自立した日常生活を営むことができるよう、通所介護サービ 

スを計画し、ケアを提供します。 



 ②必要な日常生活上の介助およびレクリエーション等を行うことにより、利 

用者の社会的孤立感の解消および心身機能の維持ならびに利用者の家族の 

身体的および精神的負担の軽減を図ります。 

 ③日常的な健康管理が行えるよう、利用者の健康状態の把握に努め、入浴前の 

血圧・検温、月一度の体重測定の実施や医療機関への受診が必要と認めた場 

合は、速やかに家族へ連絡し医療機関への連絡・処置を迅速に行います。 

 ④入浴介助は、当日の健康状態を把握し、くつろいだ気分で入浴できる雰囲気 

づくりに努めます。また、歩行困難な利用者については、シャワー浴槽等身 

体状況に応じた介助方法により安全な入浴サービスを提供します。 

 ⑤ゆったりとした安全な環境をつくり、住み慣れた地域で家庭生活を継続で 

きるよう、また、地域の方からも信頼されるように努めます。 

 ⑥利用者の嗜好等、状態に応じた食事提供(常食、粥食、刻み食、ソフト食 

、代替え)等、ゆっくりと楽しんで戴けるよう配慮していきます。 

 

■居宅介護支援事業 

１．目 的 

 要支援・要介護状態等となった場合においても、その利用者が可能な限り、そ 

の居宅において個々の能力に応じ、自立した日常生活を営む事ができるよう利

用者の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、利用者・家族の選択に基

づき、適切な保険・医療サービス及び福祉サービスが多様な事業所から、総合的 

かつ効率的に提供されるよう適切な調整を図っていきます。 

２．目 標 

 ①利用者が、住み慣れた地域で安心して生活を継続できるように支援してい 

きます。 

 ②利用者・家族の意向を確認しながら、介護・医療との連携や地域資源を活用 

しながら支援して行きます。  

 ③サービス担当関係機関が集い担当者会議を開催し、利用者へのサービス向 

上を図ります。 

 ④定期的に面接し、信頼関係を構築していくと共にニーズに合わせたサービ 

ス提供に心がけます。 

 ⑤各種研修会等に参加し、資質の向上に勤め、又、地域に必要な地域資源の開 

発やネットワークを構築して行きます。 

 ⑥利用者確保に努めて、また利用者より選ばれる事業所を目指していきます。 

   また、高品質な介護保険サービスを利用者に届ける提案を引き続き行って 

いきます。 

 

 

 



■生活支援ハウス事業 

１．目 的 

 高齢者に対して、介護支援、住居、地域交流機能を総合的に有する複合施設と 

して、在宅高齢者が安心して、健康で明るい生活が送れるように支援し、自立、 

または要支援・要介護認定された者などの受け皿として、機能を果たすことを目 

的とします。 

２．目 標 

 ①利用者の各種相談に応じ、助言等を行うと共に緊急時の対応に努めます。 

 ②利用者の必要性に伴い、介護支援専門員等と連携し、介護サービス等の利用 

手続きの援助を行います。 

 ③利用者間の交流を深めるため、地元イベントなどの参加を促します。 

 ④利用者の見守り、安否確認、火気等の安全確保や事故のないように注意を払 

います。 

 

＜会   議＞ 

会 議 名 内 容 

職員会議 随時 

担当者会議 月１回 

介護会議 四半期１回、緊急時は随時 

ケアカンファレンス 随時 

身体的拘束適正検討会 ３ケ月に１回 

感染防止対策委員会 随時 

衛生委員会 月１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

施 設 介 護 年 間 行 事 計 画 
     

実施

月 

鳥 寿 苑 行 事 
苑運営関係 備 考 

苑内 苑外 

4月 茶話会 花見     

5月 茶話会       

6月 
誕生会（4～6 月） 

運動会 鑑賞会 
小ドライブ 消防訓練   

７月 
おやつバイキング 

茶話会 
小ドライブ     

8月 茶話会 小ドライブ 盆供養   

9月 
誕生会（7～9 月） 

敬老会 茶話会 
小ドライブ 敬老会   

10月 
おやつバイキング 

茶話会 鑑賞会 
小ドライブ 消防訓練   

11月 茶話会 小ドライブ     

12月 
誕生会（10～12 月） 

クリスマス会 茶話会 
      

1月 
運動会  おやつ  

バイキング  茶話会 
      

2月 
節分 鑑賞会 

茶話会 
  夜間通報訓練   

3月 
ひなまつり 

誕生会（1～3 月） 
      

◆月１回…散髪 

◆月２回…売店   



 

令和８年度  職員研修計画 
 

実施月 研 修 内 容 

４月  虐待・認知症研修 

５月  個人情報・身体拘束 

６月  事故防止・感染症・災害時研修 

７月  感染症訓練・ＢＣＰ 

８月  倫理・ＢＣＰ訓練 

９月 緊急時の対応・災害時・災害時の対応・ハラスメント防止 

１０月  身体拘束・虐待・消防訓練 

１１月  感染症研修・感染症訓練・摂食障害 

１２月  食中毒 

１月  事故防止・応急手当 

２月  BCP 研修・BCP 訓練 

３月  年度末にて不足の研修を行う。 

 

：リモート研修を活用し、新型コロナウイルス感染予防対策を行う。 

：苑内での研修は、密を避けるため少人数で複数回に分けて行う。 

 

 



 鳥寿苑通所介護事業所年間行事計画 
実施月 行  事  名 場      所 

４月 花見、ドライブ 由利本荘市内 

     

月 花見、ドライブ 由利本荘市内 

  ほうの葉まま作り 食堂 

６月 笹巻き 食堂 

  ドライブ、ショッピング 由利本荘市内 

７月 ドライブ、ショッピング 由利本荘市内 

  七夕 地域交流センター 

８月 ドライブ、ショッピング 由利本荘市内 

  夏祭り 地域交流センター 

９月 ドライブ、ショッピング 由利本荘市内 

      

１０月 ドライブ、ショッピング 由利本荘市内 

  悠楽館利用者との交流会 地域交流センター 

１１月 運動会 地域交流センター 

      

１２月 クリスマス・忘年会 地域交流センター 

      

１月 茶話会 地域交流センター 

      

２月 茶話会 地域交流センター 

  運動会   

３月 ひなまつり 地域交流センター 

      
  

 


